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Abstract

genzibotaruno西日本niokeru形的nainituite. genzibotaruNipponoluciola cruciata ha,日本to西日本deha的,Sheng Tai De ninarukotoga知rareteiru。

一方,Xing Tai no地理的no研究ha少naku,大(2001)ha,西日本deigararenaito告siteiru。sokode本稿deha今後no研究ni役立terutameni,彼ga

sita形detawo再度取ri上ge,主回(standardized major axis regression)niyoruarometorituku分析wo行sita。sono果,Xi Ri Ben deha幅

i体形,Dong Ri Ben dehai体形tonaru地理的gaidasareta。本no保wo考erutoki,sono的,Sheng Tai De Duo Yang Xing nominarazu,形

的多性nimo配suru必要性mo示唆sareta。
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要旨 

ゲンジボタル Nipponoluciola cruciata は，東日本と西日本では遺伝的，生態的に

異なることが知られている。一方，形態の地理的変異の研究は少なく，大場（2001）

は，東西日本で違いが見られないと報告している。そこで本稿では今後の研究に

役立てるために，彼が記載した形態データを再度取り上げ，標準主軸回帰

（standardized major axis regression）によるアロメトリック分析を実行した。その

結果，西日本では幅広い体形，東日本では細長い体形となる地理的変異が見いだ

された。本種の保護を考えるとき，その遺伝的，生態的多様性のみならず，形態

的多様性にも配慮する必要性も示唆された。 

 

キーワード: ゲンジボタル，雄，体形，アロメトリー，幅広，地理的変異 

 

1. はじめ 

ゲンジボタル Nipponoluciola cruciata は本州から九州に広く分布し，日本人に

とって最も馴染み深い昆虫の一種である（Takada, 2011, 2012）。そのため本種は

観光目的に使われることも多く，そのことが海外の研究者からも注目されてい

る（Haugan, 2019; Lewis, 2021）。観光目的で使われるがゆえに，本種が本来の生

息地から離れた場所へ移入される「外来種」として，生態系を乱したり，遺伝子

汚染（genetic pollution）を引き起こしたりする事例も見つかっている（井口, 2003; 

Iguchi, 2009; 日和ほか, 2010）。 

本種の雄の明滅周期が，日本の東西で異なることは，古くから知られてきた

（神田, 1935; 大場, 1988）。それは，気温 20℃ で，東日本が約 4 秒，西日本

が約 2 秒となっている（Iguchi, 2010）。この明滅周期の東西の違いに対応する

ような遺伝的な東西差も確認されている（Suzuki et al., 1996; 吉川ほか, 2001; 

Suzuki et al., 2002; Kato et al., 2020）。さらに近年では，長崎県の五島列島で 1 秒

周期のゲンジボタルも発見されている（Ohba et al., 2020）。 
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一方で，ゲンジボタル形態の地理的変異については，ほとんど研究がない。大

場（2001）は，本種の全国的な形態調査を行い，集団内の変異が大きく，西日本

と東日本の違いは認められないと結論している。しかし，その形態データの詳し

い統計解析は行われなかった。 

その後，今坂（2010, 2012, 2013）が，本種の雄の外部形態と交尾器の全国的な

調査を行い，体幅は西日本が広く，交尾器にも東西差があることを示唆した。筆

者は，これら今坂の論文の数値データを用いて，外部形態のアロメトリック分析

と交尾器のクラスター分析を行い，関東山地を挟んで，群馬県と山梨県で明瞭に

形態が異なることを明らかにした（Iguchi, 2024）。 

本稿では，大場（2001）が記載したゲンジボタルの形態データから，雄のデー

タを統計的に再分析して，それに東西差が認められるかどうか検討する。本研究

の結果は，本種の遺伝的および生態的多様性だけでなく，形態的多様性を認識す

る上でも重要だと思われる。 

 

2. 統計分析資料と方法 

統計分析に使われたゲンジボタル計測値は，大場（2001）の表 2 から得られ

た。彼の日本各地における計測値の中で，比較的サンプルサイズが大きい（n > 

30）弘前（青森県），横須賀（神奈川県），北九州（福岡県）の 3 地点から得

られた雄の前胸背の長さと幅の計測値が本研究で使われた。 

統計分析には，筆者のこれまでのホタル研究（Iguchi, 2023, 2024a,2024b）と同

様に，統計ソフト  R の  smart パッケージ（Warton, 2012）の標準主軸回帰

（standardized major axis regression）が使われた。前胸背の長さ x と幅 y を常用

対数変換して，次のようなアロメトリー式を適用した。 

 

log10 𝑦 = log10 𝑎 + 𝑏 log10 𝑥 

 

ここで， a, b は定数であり， b は特にアロメトリック係数とも呼ばれる。 

 

3. 結果と考察 

図 1 は，分析された 3 地点のアロメトリック直線のグラフである。これら 3 

地点の傾きに有意な差は認められなかった（χ2(2) = 3.438, p = 0.179)。これら 3 

直線の傾きは共通と仮定して，その高さ（y 切片）の多重比較（Sidak 補正）の

結果，北九州と弘前の間，北九州と横須賀の間には有意差が認められたが（とも
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に p < 0.01），弘前と横須賀の間には有意差が認められなかった（p = 0.773）。

すなわち，北九州のゲンジボタル雄は前胸背が相対的に広い形状であるのに対

して，弘前と横須賀のゲンジボタル雄は前胸背が相対的に狭い形状であると判

断された。 

 

 
図 1. 日本各地のゲンジボタル雄の前胸背の長さと幅のアロメトリックな関係． 

 

筆者の以前の研究で，本種の雄の体幅が，関東山地を挟んで，東側の群馬県で

は相対的に狭く，西側の山梨県では相対的に広いことが明らかになっている

（Iguchi, 2024）。図 2 に示すように，今回の結果を合わせて考察すると，本種

の雄の体形が，西日本では幅広く，東日本では幅狭いという傾向が示唆された。 
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図 2. ゲンジボタル雄の形態の地理的変異．狭 1，広 1 は，それぞれ本研究で示された前

胸背幅の狭いタイプと広いタイプ，狭 2，広 2 は，それぞれ Iguchi (2024) で示された体幅

の狭いタイプと広いタイプ． 

 

日本各地でさらに研究が進めば，ゲンジボタルの形態の地理的変異が詳細に

明らかになるかもしれない。本種の保護を考えるとき，その遺伝的，生態的多様

性だけでなく，形態的多様性にも配慮して，各地のゲンジボタルの形態データが

収集されることを望みたい。 
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